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第1章

1 ユダの王エホヤキムの治世の第三年に、バビロンの王ネブカドネツァルがエルサレムに来て、

これを包囲した。

2 主は、ユダの王エホヤキムと、神の宮の器の一部を彼の手に渡された。彼は、それをシンアル

の地にある自分の神の神殿に持ち帰り、その器を自分の神の宝物倉に納めた。

3 王は宦官の長アシュペナズに命じて、イスラエルの人々の中から、王族や貴族を数人選んで連

れて来させた。

4 それは、その身に何の欠陥もなく、容姿が良く、あらゆる知恵に秀で、知識に通じ、洞察力に

富み、王の宮廷に仕えるにふさわしく、また、カルデア人の文学とことばを教えるにふさわし

い少年たちであった。

5 王は、王が食べるごちそうや王が飲むぶどう酒から、毎日の分を彼らに割り当てた。三年間、

彼らを養育して、その後で王に仕えさせることにした。

6 彼らのうちには、ユダ族のダニエル、ハナンヤ、ミシャエル、アザルヤがいた。

7 宦官の長は彼らに別の名前をつけた。すなわち、ダニエルにはベルテシャツァル、ハナンヤに

はシャデラク、ミシャエルにはメシャク、アザルヤにはアベデ・ネゴと名をつけた。

8 ダニエルは、王が食べるごちそうや王が飲むぶどう酒で身を汚すまいと心に定めた。そして、

身を汚さないようにさせてくれ、と宦官の長に願うことにした。

9 神は、ダニエルが宦官の長の前に恵みとあわれみを受けられるようにされた。

10 宦官の長はダニエルに言った。「私は、あなたがたの食べ物と飲み物を定めた王を恐れてい

る。あなたがたの顔色が同年輩の少年たちよりもすぐれないのを、王がご覧になるのはよいこ

とだろうか。あなたがたのせいで、私は王に首を差し出さなければならなくなる。」

11 そこでダニエルは、宦官の長がダニエル、ハナンヤ、ミシャエル、アザルヤのために任命した

世話役に言った。

12 「どうか十日間、しもべたちを試してください。私たちに野菜を与えて食べさせ、水を与えて

飲ませてください。

13 そのようにして、私たちの顔色と、王が食べるごちそうを食べている少年たちの顔色を見比べ

て、あなたの見るところにしたがって、このしもべたちを扱ってください。」

14 世話役は彼らのこの申し出を聞き入れ、十日間、彼らを試した。

15 十日が終わると、彼らは、王が食べるごちそうを食べているどの少年よりも顔色が良く、から

だつきも良かった。

16 そこで世話役は、彼らが食べるはずだったごちそうと飲むはずだったぶどう酒を取り下げ、彼

らに野菜を与えることにした。

17 神はこの四人の少年に、知識と、あらゆる文学を理解する力と、知恵を授けられた。ダニエル

は、すべての幻と夢を解くことができた。

18 少年たちを召し入れるために王が命じておいた日数が終わったので、宦官の長は彼らをネブカ

ドネツァルの前に連れて行った。

19 王が彼らと話してみると、すべての者の中でだれもダニエル、ハナンヤ、ミシャエル、アザル

ヤに並ぶ者はいなかった。そこで四人は王に仕えることになった。



20 王は、知恵と悟りに関わる事柄を彼らに尋ねたが、彼らがそのすべてにおいて、国中のどんな

呪法師、呪文師よりも十倍もまさっていることが明らかになった。

21 ダニエルはキュロス王の元年までそこにいた。

第2章

1 ネブカドネツァルの治世の第二年に、ネブカドネツァルは何度か夢を見た。そしてそのために

心が騒ぎ、彼は眠れなかった。

2 そこで王は命令を出し、呪法師、呪文師、呪術者、カルデア人を呼んで、王にその夢の意味を

告げるように命じた。彼らが来て王の前に立つと、

3 王は彼らに言った。「私は夢を見たのだが、その夢の意味を知りたくて私の心は騒いだ。」

4 カルデア人たちは、アラム語で王に告げた。「王よ、永遠に生きられますように。どうぞその

夢をしもべどもにお話しください。そうすれば、私どもはその意味をお示ししましょう。」

5 王はカルデア人たちに答えた。「私の言うことは絶対である。もし、おまえたちが私にその夢

とその意味を告げることができなければ、おまえたちは手足をばらばらにされ、おまえたちの

家はごみの山となる。

6 しかし、もし夢とその意味を示せたら、贈り物と報酬と大きな栄誉を私から受けることにな

る。だから、夢とその意味を私に示せ。」

7 彼らは再び答えた。「王が、しもべどもにその夢をお話しくださいますように。そうすれば、

私どもは意味をお示ししましょう。」

8 王は答えた。「私には、はっきり分かっている。おまえたちは私の言うことが絶対であると分

かっているので、時をかせごうとしているのだ。

9 もしおまえたちがその夢を私に告げないなら、おまえたちへの判決はただ一つだ。おまえたち

は時が変わるまで、偽りと欺きのことばを私の前に述べようと決めている。だから、どんな夢

かを私に言え。そうすれば、おまえたちがその意味を示せるかどうか、私に分かるだろう。」

10 カルデア人たちは王の前で答えた。「この地上には、王の心のうちを明らかにできる者は一人

もおりません。どんな偉大な権力のある王でも、このようなことを呪法師や呪文師、あるいは

カルデア人に尋ねたことはかつてありません。

11 王がお求めになっていることは、難しいことです。肉なる者と住まいをともにされない神々以

外に、それを王の前に示すことができる者はおりません。」

12 王は怒り、大いにたけり狂い、バビロンの知者をすべて滅ぼせと命じた。

13 この命令が発せられたので、知者たちは殺されることになった。また人々は、ダニエルとその

同僚たちさえ捜して殺そうとした。

14 そのとき、ダニエルは、バビロンの知者たちを殺すためにやって来た王の親衛隊長アルヨク

に、知恵と思慮深さをもって応対した。

15 彼は王の全権を受けたアルヨクにこう言った。「どうしてこんなに急な命令が王から出たので

しょうか。」すると、アルヨクは事の次第をダニエルに知らせた。

16 そこでダニエルは王のところに行き、王にその夢の意味を示すため、しばらくの時を与えてく

れるよう願った。

17 それからダニエルは自分の家に帰り、自分の同僚のハナンヤ、ミシャエル、アザルヤにこのこ

とを知らせた。



18 それは、ダニエルとその同僚たちがほかのバビロンの知者たちと一緒に滅ぼされることがない

ように、この秘密について天の神にあわれみを乞うためであった。

19 そのとき、夜の幻のうちにこの秘密がダニエルに明らかにされた。ダニエルは天の神をほめた

たえた。

20 ダニエルはこう言った。 「神の御名はほむべきかな。 とこしえからとこしえまで。 知恵と力

は神のもの。

21 神は季節と時を変え、 王を廃し、王を立てる。 知恵を授けて賢者とし、 知識を授けて悟りの

ある者とされる。

22 神は、深遠なこと、 隠されていることを明らかにし、 闇の中に何があるかを知り、 ご自分の

内に光を宿される。

23 私の父祖の神よ。 私はあなたに感謝し、あなたを賛美します。 あなたは私に知恵と力を授

け、 今、私たちが尋ねたことを私に明かし、 王の心の内を 私たちに明かしてくださいまし

た。」

24 それでダニエルは、王がバビロンの知者たちを滅ぼすために任じたアルヨクのもとに行き、彼

にこう言った。「バビロンの知者たちを滅ぼしてはなりません。私を王の前に連れて行ってく

ださい。私が王に夢の意味をお示しします。」

25 そこで、アルヨクは急いでダニエルを王の前に連れて行き、王にこう言った。「ユダからの捕

虜の中に、王に夢の意味を告げることができる男を見つけました。」

26 それで王は、ベルテシャツァルという名のダニエルに言った。「私が見た夢とその意味を、本

当に私に告げることができるのか。」

27 ダニエルは王に答えた。「王が求めておられる秘密を王にお示しすることは、知者や、呪文

師、呪法師、占星術師などにはできません。

28 しかし天に秘密を明らかにするひとりの神がおられます。この方が終わりの日に起こることを

ネブカドネツァル王に示されたのです。あなたの夢、寝床であなたの頭に浮かんだ幻は次のと

おりです。

29 王よ。あなたが寝床で思い浮かべていたのは、これから起こることです。秘密を明らかにされ

る方が、これから起こることをお示しになったのです。

30 この秘密が私に明らかにされたのは、すべての生ける者にまさって私に知恵があるからではな

く、その意味が王に告げられることによって、あなたの心の思いをご自身がお知りになるため

です。

31 王よ。あなたが見ておられると、なんと、一つの巨大な像が現れました。この像は巨大で、異

常な輝きを放って、あなたの前に立っていました。その姿は恐ろしいものでした。

32 その像は、頭は純金、胸と両腕は銀、腹とももは青銅、

33 すねは鉄、足は一部が鉄、一部が粘土でした。

34 あなたが見ておられると、一つの石が人手によらずに切り出され、その像の鉄と粘土の足を打

ち、これを粉々に砕きました。

35 そのとき、鉄も粘土も青銅も銀も金も、みなともに砕け、夏の脱穀場の籾殻のようになり、風

がそれを運んで跡形もなくなりました。そして、その像を打った石は大きな山となって全土を

おおいました。

36 これがその夢でした。私たちはその意味を王の前に申し上げましょう。



37 王の王である王よ。天の神はあなたに国と権威と力と栄誉を授け、

38 また人の子ら、野の生き物、空の鳥がどこに住んでいても、これをことごとくあなたの手に与

えて、治めさせられました。あなたはあの金の頭です。

39 あなたの後に、あなたより劣るもう一つの国が起こり、その次の第三の青銅の国が全地を治め

るようになります。

40 そして第四の王国ですが、それは鉄のように強い国です。鉄はすべてのものを砕いてつぶしま

すが、その国は、打ち砕く鉄のように、先の国々をすべて粉々に砕いてしまいます。

41 あなたがご覧になった足と足の指は、その一部が陶器師の粘土、一部が鉄でしたが、それは分

裂した国のことです。その国にはある程度までは鉄の強さもありますが、あなたがご覧になっ

たように、その鉄は粘土と混じり合っています。

42 その足の指が一部は鉄、一部は粘土であったように、その国は一部は強く、一部はもろいでし

ょう。

43 鉄と粘土が混じり合っているのをあなたがご覧になったように、それらは子孫の間で互いに混

じり合うでしょう。しかし鉄が粘土と混じり合わないように、それらが互いに団結することは

ありません。

44 この王たちの時代に、天の神は一つの国を起こされます。その国は永遠に滅ぼされることがな

く、その国はほかの民に渡されず、反対にこれらの国々をことごとく打ち砕いて、滅ぼし尽く

します。しかし、この国は永遠に続きます。

45 それは、一つの石が人手によらずに山から切り出され、その石が鉄と青銅と粘土と銀と金を打

ち砕いたのを、あなたがご覧になったとおりです。大いなる神が、これから後に起こることを

王に告げられたのです。その夢は正夢で、その意味も確かです。」

46 それで、ネブカドネツァル王はひれ伏してダニエルを拝し、ささげ物と芳ばしい香りを彼に献

げるように命じた。

47 王はダニエルに答えた。「あなたがこの秘密を明らかにすることができたからには、あなたが

たの神こそ、神々の中の神、王たちの主、また秘密を明らかにする方であるに違いない。」

48 そこで王は、ダニエルを高い位に就けて、多くのすばらしい贈り物を与え、バビロン全州を治

めさせて、バビロンのすべての知者たちをつかさどる長官とした。

49 王は、ダニエルの願いによって、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴに、バビロン州の行政

をつかさどらせた。しかしダニエルは王の宮廷にとどまった。

第3章

1 ネブカドネツァル王は金の像を造った。その高さは六十キュビト、その幅は六キュビトであっ

た。彼はこれをバビロン州のドラの平野に建てた。

2 そして、ネブカドネツァル王は人を遣わして、太守、長官、総督、参議官、財務官、司法官、

保安官、および諸州のすべての高官を召集し、ネブカドネツァル王が建てた像の奉献式に出席

させることにした。

3 そこで太守、長官、総督、参議官、財務官、司法官、保安官、および諸州のすべての高官は、

ネブカドネツァル王が建てた像の奉献式に集まり、ネブカドネツァルが建てた像の前に立っ

た。



4 伝令官は力強く叫んだ。「諸民族、諸国民、諸言語の者たちよ。あなたがたはこう命じられて

いる。

5 あなたがたが角笛、二管の笛、竪琴、三角琴、ハープ、風笛、および、もろもろの楽器の音を

聞いたときは、ひれ伏して、ネブカドネツァル王が建てた金の像を拝め。

6 ひれ伏して拝まない者はだれでも、即刻、火の燃える炉に投げ込まれる。」

7 それで、すべての民が角笛、二管の笛、竪琴、三角琴、ハープ、および、もろもろの楽器の音

を聞いたとき、諸民族、諸国民、諸言語の者たちは、ひれ伏して、ネブカドネツァル王が建て

た金の像を拝んだ。

8 このため、この機会に、あるカルデア人たちが進み出て、ユダヤ人たちを中傷して言った。

9 彼らはネブカドネツァル王に告げた。「王よ、永遠に生きられますように。

10 王よ。王は『角笛、二管の笛、竪琴、三角琴、ハープ、風笛、および、もろもろの楽器の音を

聞く者は、すべてひれ伏して金の像を拝め。

11 ひれ伏して拝まない者はだれでも、火の燃える炉の中へ投げ込め』と命令されました。

12 あなたがバビロン州の行政をつかさどらせた何人かのユダヤ人がおります。シャデラク、メシ

ャク、アベデ・ネゴです。王よ。この者たちはあなたを無視して、あなたの神々に仕えず、お

建てになった金の像を拝みもいたしません。」

13 ネブカドネツァルは怒り狂い、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを連れて来るように命じ

た。それでこの三人は王の前に連れて来られた。

14 ネブカドネツァルは彼らに対して言った。「シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴよ。おまえ

たちは私の神々に仕えず、また私が建てた金の像を拝みもしないというが、本当か。

15 今、もしおまえたちが、角笛、二管の笛、竪琴、三角琴、ハープ、風笛、および、もろもろの

楽器の音を聞いたとき、ひれ伏して、私が造った像を拝むなら、それでよい。しかし、もし拝

まないなら、おまえたちは、即刻、火の燃える炉の中に投げ込まれる。どの神が、私の手から

おまえたちを救い出せるだろうか。」

16 シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴは王に答えた。「ネブカドネツァル王よ、このことにつ

いて、私たちはお答えする必要はありません。

17 もし、そうなれば、私たちが仕える神は、火の燃える炉から私たちを救い出すことができま

す。王よ、あなたの手からでも救い出します。

18 しかし、たとえそうでなくても、王よ、ご承知ください。私たちはあなたの神々には仕えず、

あなたが建てた金の像を拝むこともしません。」

19 すると、ネブカドネツァルは怒りに満ち、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴに対する顔つ

きが変わった。彼は炉を普通より七倍熱くするように命じた。

20 また彼の軍隊の中の特に力の強い者たちに、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを縛って、

火の燃える炉に投げ込むように命じた。

21 三人は、上着や下着やかぶり物の衣服を着たまま縛られ、火の燃える炉の中に投げ込まれた。

22 王の命令が急であり、炉が非常に熱かったので、その炎はシャデラク、メシャク、アベデ・ネ

ゴを持ち上げた者たちを焼き殺した。

23 この三人、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴは、縛られたままで、火の燃える炉の中に落

ちて行った。



24 そのとき、ネブカドネツァル王は驚いて急に立ち上がり、顧問たちに尋ねた。「われわれは三

人の者を縛って火の中に投げ込んだのではなかったか。」彼らは王に答えた。「王様、そのと

おりでございます。」

25 すると王は言った。「だが、私には、火の中を縄を解かれて歩いている四人の者が見える。し

かも彼らは何の害も受けていない。第四の者の姿は神々の子のようだ。」

26 それから、ネブカドネツァルは火の燃える炉の口に近づいて言った。「シャデラク、メシャ

ク、アベデ・ネゴ、いと高き神のしもべたちよ、出て来なさい。」そこで、シャデラク、メシ

ャク、アベデ・ネゴは火の中から出た。

27 太守、長官、総督、王の顧問たちが集まり、三人を見たが、火は彼らのからだに及んでおら

ず、髪の毛も焦げず、上着も以前と変わらず、火の臭いも彼らに移っていなかった。

28 ネブカドネツァルは言った。「ほむべきかな、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴの神。神

は御使いを送って、このしもべたちを救い出された。王の命令に背いて、自分たちのからだを

差し出しても神に信頼し、自分たちの神のほかはどんな神にも仕えず、また拝まないこの者た

ちを。

29 それゆえ、私は命令する。諸民族、諸国民、諸言語の者のうち、シャデラク、メシャク、アベ

デ・ネゴの神に対して不敬なことを口にする者はだれでも、八つ裂きにされ、その家はごみの

山とされる。このように救い出すことのできる神は、ほかにないからだ。」

30 それから王は、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴをバビロン州で栄えさせた。

第4章

1 ネブカドネツァル王から、全地に住むすべての民族、国民、言語の者たちへ。 あなたがたに

平安が豊かにあるように。

2 いと高き神が私に行われたしるしと奇跡を知らせることは、私の喜びとするところである。

3 そのしるしのなんと偉大なことよ。 その奇跡のなんと力強いことよ。 その国は永遠にわたる

国、 その主権は代々限りなく続く。

4 私ネブカドネツァルが私の家で心安らかに過ごし、私の宮殿で繁栄を極めていたとき、

5 私は一つの夢を見たが、それが私を恐れさせた。私の寝床での、様々な幻想と頭に浮かんだ幻

が、私をおびえさせた。

6 私は命令を下し、バビロンの知者をみな、私の前に連れて来て、その夢の意味を告げさせよう

とした。

7 呪法師、呪文師、カルデア人、占星術師たちが来たとき、私は彼らにその夢のことを話した

が、彼らはその意味を私に告げることができなかった。

8 最後にダニエルが私の前に来た。彼の名は私の神の名にちなんでベルテシャツァルと呼ばれ、

彼には聖なる神の霊があった。私はその夢を彼に話した。

9 「呪法師の長ベルテシャツァルよ、私は、聖なる神の霊がおまえにあり、どんな秘密もおまえ

には難しくないことを知っている。私の見た夢の幻はこうだ。その意味を言ってもらいたい。

10 私の寝床で幻が頭に浮かんだ。私が眺めていると、 見よ、地の中央に木があった。 それは非

常に高かった。

11 その木は生長して強くなり、 その高さは天に届いて、 地の果てのどこからもそれが見えた。



12 葉は美しく、実も豊かで、 その木にはすべてのものの食べ物があった。 その木陰では野の獣

が憩い、 その枝には空の鳥が住み、 すべての肉なるものはそれによって養われた。

13 寝床で頭に浮かんだ幻の中で見ていると、見よ、一人の見張りの者、聖なる者が天から降りて

来るではないか。

14 彼は力強く叫んで、こう言った。 『その木を切り倒し、枝を切り払え。 その葉を振り落と

し、実を投げ散らせ。 獣をその下から、 鳥をその枝から追い払え。

15 ただし、その根株は、 鉄と青銅の鎖をかけて、 地に、野の若草の中に残せ。 天の露にぬれさ

せて、 地の青草を獣と分け合うようにせよ。

16 その心を、人間の心から変えて、 獣の心をそれに与え、 七つの時をその上に過ぎ行かせよ。

17 この宣言は見張りの者たちの決定によるもの、 この要請は聖なる者たちのことばによるも

の。 これは、いと高き方が人間の国を支配し、これをみこころにかなう者に与え、また人間

の中の最も低い者をその上に立てることを、いのちある者たちが知るためである。』

18 私ネブカドネツァル王が見た夢とはこれだ。ベルテシャツァルよ、おまえはその意味を述べ

よ。私の国の知者たちはだれも、その意味を私に告げることができない。しかし、おまえには

できる。おまえには、聖なる神の霊があるからだ。」

19 そのとき、ベルテシャツァルと呼ばれていたダニエルは、しばらくの間驚きすくみ、いろいろ

と思い巡らして動揺した。王は話しかけた。「ベルテシャツァルよ、この夢とその意味のこと

で動揺することはない。」ベルテシャツァルは答えた。「わが主よ、どうか、この夢があなた

を憎む者たちに当てはまり、その意味があなたの敵に当てはまりますように。

20 あなたがご覧になった木、すなわち、生長して強くなり、その高さが天に届いて、地のどこか

らも見え、

21 葉が美しく実も豊かで、すべてのものの食べ物があり、その下に野の獣が住み、その枝に空の

鳥が宿った木、

22 王よ、その木はあなたです。あなたは大きくなって強くなり、あなたの偉大さは増し加わって

天に達し、あなたの主権は地の果てにまで及んでいます。

23 しかし王は、一人の見張りの者、聖なる者が天から降りて来てこう言うのをご覧になりまし

た。『その木を切り倒して滅ぼせ。ただし、その根株は、鉄と青銅の鎖をかけて、地に、野の

若草の中に残せ。彼を天の露にぬれさせて、七つの時がその上を過ぎ行くまで野の獣と青草を

分け合うようにせよ。』

24 王よ、その意味は次のとおりです。これは、わが主、王に届いた、いと高き方の決定です。

25 あなたは人間の中から追い出され、野の獣とともに住み、牛のように草を食べて、天の露にぬ

れることになります。こうして、あなたの上を七つの時が過ぎ行き、ついにあなたは、いと高

き方が人間の国を支配し、これをみこころにかなう者にお与えになることを知るようになりま

す。

26 木の根株は残せと命じられていますので、天が支配するということをあなたが知るようになれ

ば、あなたの国はあなたのために堅く立つでしょう。

27 それゆえ、王よ、私の勧告を快く受け入れて、正しい行いによってあなたの罪を除き、また貧

しい者をあわれんであなたの咎を除いてください。そうすれば、あなたの繁栄は長く続くでし

ょう。」

28 このことはみな、ネブカドネツァル王の身に起こった。



29 十二か月たって、バビロンにある王の宮殿の屋上を歩きながら、

30 王はこう言っていた。「この大バビロンは、王の家とするために、また、私の威光を輝かすた

めに、私が私の権力によって建てたものではないか。」

31 このことばがまだ王の口にあるうちに、天から声があった。「ネブカドネツァル王よ、あなた

に告げる。国はあなたから取り去られた。

32 あなたは人間の中から追い出され、野の獣とともに住み、牛のように草を食べるようになり、

こうしてあなたの上を七つの時が過ぎ行き、ついにあなたは、いと高き方が人間の国を支配

し、これをみこころにかなう者にお与えになることを知るようになる。」

33 このことばは、ただちにネブカドネツァルの上に成就した。彼は人の中から追い出され、牛の

ように草を食べ、そのからだは天の露にぬれて、ついに、彼の髪の毛は鷲のように、爪は鳥の

ように伸びた。

34 その期間が終わったとき、私ネブカドネツァルは目を上げて天を見た。すると私に理性が戻っ

てきた。私はいと高き方をほめたたえ、永遠に生きる方を賛美し、ほめたたえた。 その主権

は永遠の主権。 その国は代々限りなく続く。

35 地に住むものはみな、無きものと見なされる。 この方は、天の軍勢にも、地に住むものに

も、 みこころのままに報いる。 御手を差し押さえて、 「あなたは何をされるのか」と言う者

もいない。

36 ちょうどそのとき私に理性が戻り、私の王国の栄光のために、私の威光と輝きが私に戻ってき

た。私の顧問や貴族たちに求められて、私は王位に戻り、こうして絶大な権威が私に加えられ

た。

37 今、私ネブカドネツァルは、天の王を賛美し、あがめ、ほめたたえる。そのみわざはことごと

く真実であり、その道は正義である。また、高ぶって歩む者をへりくだらせることのできる方

である。

第5章

1 ベルシャツァル王は、千人の貴族たちのために大宴会を催し、その千人の前でぶどう酒を飲ん

でいた。

2 ベルシャツァルは、酒の勢いに任せて、父ネブカドネツァルがエルサレムの宮から持ち出した

金や銀の器を持って来るように命じた。王とその貴族たち、および王の側室たちや侍女たちが

その器で飲むためであった。

3 そこで、エルサレムの神の宮の本殿から持ち出した金の器が運ばれて来たので、王とその貴族

たち、および王の側室たちや侍女たちはその器で飲んだ。

4 彼らはぶどう酒を飲み、金、銀、青銅、鉄、木、石の神々を賛美した。

5 ちょうどそのとき、人間の手の指が現れ、王の宮殿の塗り壁の、燭台の向こう側のところに何

かを書き始めた。王は、何かを書くその手の先を見ていた。

6 すると、王の顔色は変わり、いろいろと思い巡らして動揺し、腰の関節はゆるみ、膝はがたが

た震えた。

7 王は大声で叫び、呪文師、カルデア人、占星術師たちを連れて来させた。王はバビロンの知者

たちに言った。「だれでも、この文字を読んでその意味を私に示す者には、紫の衣を着せて首

に金の鎖をかけ、この国の第三の権力を持たせる。」



8 そのとき王の知者たちがみな入って来たが、彼らは、その文字を読むことも、王にその意味を

告げることもできなかった。

9 それで、ベルシャツァル王はひどくおびえて、顔色が変わり、貴族たちも途方に暮れた。

10 王母は、王とその貴族たちとのやり取りを聞いて、宴会の広間に入って来た。王母は言った。

「王よ、永遠に生きられますように。いろいろと思い巡らし動揺してはいけません。顔色を変

えてはなりません。

11 あなたの王国には、聖なる神の霊の宿る人がいます。あなたの父上の時代、彼のうちに、才気

と聡明さと、神々の知恵のような知恵があることが分かりました。あなたの父上であるネブカ

ドネツァル王は、彼を呪法師、呪文師、カルデア人、占星術師たちの長として立てられまし

た。

12 王がベルテシャツァルと名づけたダニエルのうちに、夢を解き明かし、謎を解き、難問を解く

すぐれた霊と知識と聡明さがあることが分かっていますので、今、ダニエルを召して、その解

き明かしをさせましょう。」

13 そこで、ダニエルが王の前に連れて来られた。王はダニエルに対して言った。「私の父である

王がユダから連れて来た、ユダからの捕虜の一人ダニエルとはおまえのことか。

14 おまえのうちには神々の霊が宿り、また、おまえのうちに、才気と聡明さとすぐれた知恵があ

ることが分かったと聞いている。

15 ところで、私は、知者、呪文師たちを私の前に召し、この文字を読ませて、その意味を私に告

げさせようとしたが、彼らはそのことばの意味を示すことができないでいる。

16 しかし、おまえは解釈することができ、難問を解くことができると聞いた。今、もしおまえ

が、その文字を読み、その意味を私に告げることができたなら、おまえに紫の衣を着せて首に

金の鎖をかけ、この国の第三の権力を持たせよう。」

17 そのとき、ダニエルは王の前で答えた。「贈り物はご自分で取っておき、報酬はほかの人にお

与えください。しかし私は、その文字を王のために読み、その意味を告げましょう。

18 王よ。いと高き神は、まさしくあなたの父上ネブカドネツァルに、国と偉大さと栄光と威光を

お与えになりました。

19 神が父上にお与えになった偉大さによって、諸民族、諸国民、諸言語の者たちはことごとく、

父上の前に震えおののきました。彼は思いのままに人を殺し、思いのままに人を生かし、思い

のままに人を高め、思いのままに人を低くしました。

20 こうして彼は、心が高ぶり、霊が頑なになり、高慢にふるまったので、その王座から引きずり

降ろされ、栄光を取り上げられました。

21 そして、人の中から追い出され、心は獣と等しくなり、野ろばとともに住み、牛のように草を

食べることになり、からだは天の露にぬれて、ついにこう知るようになりました。いと高き神

が人間の国を支配し、みこころにかなう者をその上にお立てになるのだと。

22 その子であるベルシャツァル王よ、あなたはこれらのことをすべて知っていながら、心を低く

しませんでした。

23 それどころか、天の主に向かって高ぶり、その宮の器を自分の前に持って来させ、あなたと貴

族たちとあなたの側室や侍女たちは、それを使ってぶどう酒を飲みました。あなたは、見るこ

とも、聞くことも、知ることもできない銀、金、青銅、鉄、木、石の神々を賛美しました。し

かしあなたの息をその手に握り、あなたのすべての道をご自分のものとされる神を、あなたは

ほめたたえませんでした。



24 そのため、神の前から手の先が送られて、この文字が書かれたのです。

25 その書かれた文字はこうです。『メネ、メネ、テケル、ウ・パルシン。』

26 そのことばの意味はこうです。『メネ』とは、神があなたの治世を数えて終わらせたというこ

とです。

27 『テケル』とは、あなたが秤で量られて、目方の足りないことが分かったということです。

28 『パルシン』とは、あなたの国が分割され、メディアとペルシアに与えられるということで

す。」

29 そこでベルシャツァルは命じて、ダニエルに紫の衣を着せ、金の鎖を首にかけさせ、彼がこの

国の第三の権力者であると布告させた。

30 その夜、カルデア人の王ベルシャツァルは殺された。

31 そして、メディア人ダレイオスが、およそ六十二歳でその国を受け継いだ。

第6章

1 ダレイオスは、全国に任地を持つ百二十人の太守を任命して国を治めさせるのがよいと思っ

た。

2 彼はまた、彼らの上にダニエルを含む三人の大臣を置いた。これは、太守たちがこの三人に報

告を行い、王が損害を被らないようにするためであった。

3 さて、このダニエルは、ほかの大臣や太守よりも際立って秀でていた。彼のうちにすぐれた霊

が宿っていたからであった。そこで王は、彼を任命して全国を治めさせようと思った。

4 大臣や太守たちは、国政についてダニエルを訴える口実を見つけようとしたが、何の口実も欠

点も見つけられなかった。彼は忠実で、何の怠慢も欠点も見つからなかったのである。

5 そこでこの人たちは言った。「われわれはこのダニエルを訴えるための、いかなる口実も見つ

けられない。彼の神の律法のことで見つけるしかない。」

6 それでこの大臣と太守たちは、王のもとに押しかけて来て、こう言った。「ダレイオス王よ、

永遠に生きられますように。

7 王よ。国中の大臣、長官、太守、顧問、総督はみな、王が一つの法令を制定し、断固たる禁令

を出していただくことに同意しました。すなわち今から三十日間、王よ、いかなる神にでも人

にでも、あなた以外に祈願をする者は、だれでも獅子の穴に投げ込まれる、と。

8 王よ、今、その禁令を制定し、変更されることのないようにその文書に署名し、取り消しので

きないメディアとペルシアの法律としてください。」

9 そこで、ダレイオス王はその禁令の文書に署名した。

10 ダニエルは、その文書に署名されたことを知って自分の家に帰った。その屋上の部屋はエルサ

レムの方角に窓が開いていた。彼は以前からしていたように、日に三度ひざまずき、自分の神

の前に祈って感謝をささげていた。

11 すると、この者たちが押しかけて来て、ダニエルが神に祈り求め、哀願しているのを見つけ

た。

12 そこで彼らは王の前に進み出て、王の禁令について言った。「王よ。王は今から三十日間、い

かなる神にでも人にでも、あなた以外に祈願をする者は、だれでも獅子の穴に投げ込まれると

いう禁令に、署名されたのではありませんか。」王は答えた。「取り消しのできないメディア

とペルシアの法律がそうであるように、そのことは確かである。」



13 そこで、彼らは王に告げた。「王よ。ユダからの捕虜の一人ダニエルは、あなたと、ご署名に

なった禁令を無視して、日に三度、自分勝手な祈願をしております。」

14 このことを聞いて王は非常に憂い、ダニエルを救おうと気遣った。そして彼を助け出そうと、

日没まで手を尽くした。

15 そのとき、あの者たちが王のもとに押しかけて来て、王に言った。「王よ。王が制定したいか

なる禁令や法令も、決して変更されることはないということが、メディアとペルシアの法律で

あることをご承知ください。」

16 それで王は命令を出し、ダニエルは連れて来られて、獅子の穴に投げ込まれた。王はダニエル

に話しかけて言った。「おまえがいつも仕えている神が、おまえをお救いになるように。」

17 一つの石が運ばれて来て、その穴の口に置かれた。王は王自身の印と貴族たちの印でそれを封

印し、ダニエルについての処置が変えられないようにした。

18 こうして王は宮殿に帰り、一晩中断食をした。側女も召し寄せず、眠ることもしなかった。

19 王は夜明けに日が輝き出すとすぐ、獅子の穴へ急いで行った。

20 その穴に近づくと、王はダニエルに悲痛な声で呼びかけ、こうダニエルに言った。「生ける神

のしもべダニエルよ。おまえがいつも仕えている神は、おまえを獅子から救うことができた

か。」

21 するとダニエルは王に語った。「王よ、永遠に生きられますように。

22 私の神が御使いを送り、獅子の口をふさいでくださったので、獅子は私に何の危害も加えませ

んでした。それは、神の前に私が潔白であることが認められたからです。王よ、あなたに対し

ても、私は何も悪いことはしていません。」

23 王は大いに喜び、ダニエルをその穴から引き上げるように命じた。ダニエルは穴から引き上げ

られたが、彼に何の傷も認められなかった。彼が神に信頼していたからである。

24 王が命じたので、ダニエルを中傷した者たちが連れて来られて、その妻子とともに獅子の穴に

投げ込まれた。彼らが穴の底に達しないうちに、獅子は彼らをわがものにして、その骨をこと

ごとくかみ砕いてしまった。

25 それから、ダレイオス王は、全土に住むすべての民族、国民、言語の者たちに次のように書き

送った。 「あなたがたに平安が豊かにあるように。

26 私はここに命じる。私の支配する国においてはどこででも、ダニエルの神の前に震えおのの

け。 この方こそ生ける神、 永遠におられる方。 その国は滅びることなく、 その主権はいつま

でも続く。

27 この方は人を救い、助け出し、 天においても、地においても、 しるしと奇跡を行われる。 実

に、獅子の手からダニエルを救い出された。」

28 このダニエルは、ダレイオスの治世とペルシア人キュロスの治世に栄えた。

第7章

1 バビロンの王ベルシャツァルの元年に、ダニエルは寝床で、ある夢と、頭に浮かぶ幻を見た。

それからその夢を書き記し、事の次第を述べた。

2 ダニエルは言った。「私が夜、幻を見ていると、なんと、天の四方の風が大海をかき立ててい

た。

3 すると、四頭の大きな獣が海から上がって来た。その四頭はそれぞれ異なっていた。



4 第一のものは獅子のようで、鷲の翼をつけていた。見ていると、その翼は抜き取られ、地から

身を起こされて人間のように二本の足で立ち、人間の心が与えられた。

5 すると見よ、熊に似た別の第二の獣が現れた。その獣は横向きに寝ていて、その口の牙の間に

は三本の肋骨があった。すると、それに『起き上がって、多くの肉を食らえ』との声がかかっ

た。

6 その後、見ていると、なんと、豹のような別の獣が現れた。その背には四つの鳥の翼があり、

その獣には四つの頭があった。そしてそれに主権が与えられた。

7 その後また夜の幻を見ていると、なんと、第四の獣が現れた。それは恐ろしくて不気味で、非

常に強かった。大きな鉄の牙を持っていて、食らってはかみ砕き、その残りを足で踏みつけて

いた。これは前に現れたすべての獣と異なり、十本の角を持っていた。

8 私がその角を注意深く見ていると、なんと、その間から、もう一本の小さな角が出て来て、そ

の角のために、初めの角のうち三本が引き抜かれた。よく見ると、この角には人間の目のよう

な目があり、大言壮語する口があった。

9 私が見ていると、 やがていくつかの御座が備えられ、 『年を経た方』が座に着かれた。 その

衣は雪のように白く、 頭髪は混じりけのない羊の毛のよう。 御座は火の炎、 その車輪は燃え

る火で、

10 火の流れがこの方の前から出ていた。 幾千もの者がこの方に仕え、 幾万もの者がその前に立

っていた。 さばきが始まり、 いくつかの文書が開かれた。

11 そのとき、あの角が大言壮語する声がしたので、私は見続けた。すると、その獣は殺され、か

らだは滅ぼされて、燃える火に投げ込まれた。

12 残りの獣は主権を奪われたが、定まった時期と季節まで、そのいのちは延ばされた。

13 私がまた、夜の幻を見ていると、 見よ、人の子のような方が 天の雲とともに来られた。 その

方は『年を経た方』のもとに進み、 その前に導かれた。

14 この方に、主権と栄誉と国が与えられ、 諸民族、諸国民、諸言語の者たちはみな、 この方に

仕えることになった。 その主権は永遠の主権で、 過ぎ去ることがなく、 その国は滅びること

がない。

15 私ダニエルの心は私のうちで悩み、頭に浮かんだ幻は私をおびえさせた。

16 私は、傍らに立っていた者たちの一人に近づき、このことすべてについて、彼に願って確かめ

ようとした。すると彼は私に答えて、そのことの意味を告げてくれた。

17 『これら四頭の大きな獣は、地から起こる四人の王である。

18 しかし、いと高き方の聖徒たちが国を受け継ぎ、その国を永遠に、世々限りなく保つ。』

19 それから私は、第四の獣について確かめたいと思った。それは、ほかのすべての獣と異なって

いて、非常に恐ろしく、牙は鉄、爪は青銅で、食らってはかみ砕いて、残りを足で踏みつけて

いた。

20 その頭には十本の角があり、もう一本の角が出て来て、そのために三本の角が抜け落ちた。そ

の角には目があり、大言壮語する口があった。その角はほかの角よりも大きく見えた。

21 私が見ていると、その角は聖徒たちに戦いを挑み、彼らに打ち勝った。

22 しかしそれは『年を経た方』が来られるまでのことであり、いと高き方の聖徒たちのためにさ

ばきが行われ、聖徒たちが国を受け継ぐ時期が来た。



23 彼はこう言った。 『第四の獣は地に起こる第四の国。 これは、ほかのすべての国と異なり、

全土を食い尽くし、 これを踏みつけ、かみ砕く。

24 十本の角は、この国から立つ十人の王。 彼らの後に、もう一人の王が立つ。 彼は先の者たち

と異なり、 三人の王を打ち倒す。

25 いと高き方に逆らうことばを吐き、 いと高き方の聖徒たちを悩ます。 彼は時と法則を変えよ

うとする。 聖徒たちは、一時と二時と半時の間、 彼の手に委ねられる。

26 しかし、さばきが始まり、 彼の主権は奪われて、 彼は完全に絶やされ、滅ぼされる。

27 国と、主権と、天下の国々の権威は、 いと高き方の聖徒である民に与えられる。 その御国は

永遠の国。 すべての主権は彼らに仕え、服従する。』

28 ここでこの話は終わる。私ダニエルは、いろいろと思い巡らして動揺し、顔色が変わった。し

かし、私はこのことを心にとどめた。」

第8章

1 ベルシャツァル王の治世の第三年、初めに私に幻が現れた後、私ダニエルにもう一つの幻が現

れた。

2 私は幻の中で見た。見ていると、私はエラム州にあるスサの城にいた。なお幻を見ていると、

私はウライ川のほとりにいた。

3 私が目を上げて見ると、なんと、一匹の雄羊が川岸に立っていた。それには二本の角があっ

て、この二本の角は長かったが、一本はもう一本の角よりも長かった。その長いほうは、後に

出て来たのであった。

4 私はその雄羊が、西や、北や、南の方を角で突いているのを見た。どんな獣もそれに立ち向か

うことができず、また、それから救い出す者もいなかった。雄羊は思いのままにふるまって、

高ぶっていた。

5 私が注意して見ていると、見よ、一匹の雄やぎが、地には触れずに全土を飛び回って、西から

やって来た。その雄やぎには、際立った一本の角が額にあった。

6 この雄やぎは、川岸に立っているのを私が見た、あの二本の角を持つ雄羊に向かって、激しい

勢いで突進した。

7 見ていると、この雄やぎは雄羊に近づき、怒り狂って雄羊を打ち倒して、その二本の角をへし

折ったが、雄羊にはこれに立ち向かう力がなかった。雄やぎは雄羊を地に投げ倒して踏みつけ

た。雄羊をこの雄やぎから救い出す者はいなかった。

8 この雄やぎは非常に高ぶったが、強くなったときにその大きな角が折れた。そしてその代わり

に、天の四方に向かって、際立った四本の角が生え出て来た。

9 そのうちの一本の角から、もう一本の小さな角が生え出て、南と、東と、麗しい国に向かっ

て、非常に大きくなっていった。

10 それは大きくなって天の軍勢に達し、天の軍勢と星のいくつかを地に落として、これを踏みつ

け、

11 軍の長に並ぶほどになり、彼から常供のささげ物を取り上げた。こうして、その聖所の基はく

つがえされた。

12 背きの行いにより、軍勢は常供のささげ物とともにその角に引き渡された。その角は真理を地

に投げ捨て、事を行って成功した。



13 私は、一人の聖なる者が語っているのを聞いた。すると、もう一人の聖なる者が、その語って

いる者に言った。「常供のささげ物や、あの荒らす者の背き、そして聖所と軍勢が踏みにじら

れるという幻は、いつまでのことか。」

14 すると彼は答えて言った。「二千三百の夕と朝が過ぎるまで。そのとき聖所の正しさが確認さ

れる。」

15 私ダニエルは、この幻を見たとき、その意味を理解したいと願った。すると見よ、勇士のよう

に見える者が私の正面に立った。

16 私は、ウライ川の中ほどから「ガブリエルよ、この人にその幻を理解させよ」と呼びかけてい

る人の声を聞いた。

17 彼は私が立っているところに来た。彼が来たとき、私はおびえて、ひれ伏した。すると彼は私

に言った。「悟れ、人の子よ。その幻は終わりの時のことである。」

18 彼が私に語りかけたとき、私は地にひれ伏したまま意識を失った。しかし彼は私に触れ、その

場に立ち上がらせて、

19 こう言った。「見よ。私は、終わりの憤りの時に起こることをあなたに知らせる。それは、終

わりの定めの時に関わることだ。

20 あなたが見た二本の角を持つ雄羊は、メディアとペルシアの王である。

21 毛深い雄やぎはギリシアの王であり、その額にある大きな角はその第一の王である。

22 その角が折れて、代わりに四本の角が生えたが、それは、その国から四つの国が起こるという

ことである。しかし、第一の王のような勢力はない。

23 彼らの治世の終わりに、 その背く者たちが行き着くところに至ったとき、 横柄で策にたけた

一人の王が立つ。

24 彼の力は強くなるが、 自分の力によるのではない。 彼は、驚くべき破壊を行って成功し、 有

力者たちと聖なる民を滅ぼす。

25 狡猾さによってその手で欺きを成し遂げ、 心は高ぶり、平気で多くの人を滅ぼし、 君の君に

向かって立ち上がる。 しかし、人の手によらずに彼は砕かれる。

26 先に告げられた夕と朝の幻、 それは真実である。 しかし、あなたはこの幻を秘めておけ。 こ

れはまだ、多くの日の後のことだから。」

27 私ダニエルは、何日かの間病気になったままでいた。その後、起きて王の事務を執った。しか

し、私はこの幻のことで驚きすくんでいた。それを理解できなかったのである。

第9章

1 メディア族のクセルクセスの子ダレイオスが、カルデア人の国の王となったその元年、

2 すなわち、その治世の第一年に、私ダニエルは、預言者エレミヤにあった主のことばによっ

て、エルサレムの荒廃の期間が満ちるまでの年数が七十年であることを、文書によって悟っ

た。

3 そこで私は、顔を神である主に向けて断食をし、粗布をまとって灰をかぶり、祈りと哀願をも

って主を求めた。

4 私は、私の神、主に祈り、告白した。「ああ、私の主、大いなる恐るべき神。あなたを愛し、

あなたの命令を守る者には、契約を守って恵みを下さる方。

5 私たちは罪ある者で不義をなし、悪を行って逆らい、あなたの命令と定めから外れました。



6 私たちはまた、あなたのしもべである預言者たちが、御名によって私たちの王たち、首長た

ち、先祖たち、民衆すべてに語ったことばに、聞き従いませんでした。

7 主よ。義はあなたにありますが、顔をおおう恥は私たちにあります。今日あるとおり、それは

ユダの人々、エルサレムの住民にあり、また、近くであれ遠くであれ、あなたが追い散らされ

た先のあらゆる国々にいる、すべてのイスラエルにあります。彼らがあなたの信頼を裏切った

ためです。

8 主よ。顔をおおう恥は私たちにあり、私たちの王たち、首長たち、および先祖たちにありま

す。私たちはあなたに対して罪を犯してきました。

9 あわれみと赦しは、私たちの神、主にあります。まことに、私たちは神に逆らいました。

10 私たちは、私たちの神、主の御声に聞き従わず、しもべである預言者たちによって神が私たち

に下さったみおしえにも、従って歩むことをしませんでした。

11 イスラエルはみな、あなたの律法を犯して離れ去り、御声に聞き従いませんでした。そのた

め、神のしもべモーセの律法に書かれているのろいの誓いが、私たちの上に降りかかりまし

た。私たちが神の前に罪ある者であったからです。

12 神は、大きなわざわいを私たちにもたらすことで、かつて私たちと、私たちを治めた指導者た

ちに対して告げられたみことばを成就されたのです。エルサレムの上に下ったほどのわざわい

は、今まで天下になかったことです。

13 このわざわいはすべて、モーセの律法に書かれているとおりに、私たちの上に下りました。し

かし私たちは、不義から立ち返って、あなたの真理によってさとくなれるように、自分たちの

神、主に願うこともありませんでした。

14 主はそのわざわいを下そうと待ち構えていて、それを私たちの上にもたらされました。私たち

の神、主のなさったみわざはすべて正しく、私たちが御声に聞き従わなかったからです。

15 しかし今、私たちの神、主よ。ご自分の民を力強い御手をもってエジプトの地から導き出し、

今日あるとおりに名を成された神よ。私たちは罪を犯して、悪を行いました。

16 主よ。あなたのすべての義のわざにしたがって、どうか御怒りと憤りを、あなたの都エルサレ

ムから、あなたの聖なる山から去らせてください。私たちの罪と私たちの先祖たちの咎のゆえ

に、エルサレムとあなたの民が、私たちの周囲のすべての者にとってそしりの的となっている

からです。

17 私たちの神よ。今、あなたのしもべの祈りと願いを聞き入れ、主ご自身のために、あなたの荒

れ果てた聖所に御顔の光を照り輝かせてください。

18 私の神よ。耳を傾けて聞いてください。目を開いて私たちの荒れすさんださまと、あなたの御

名がつけられている都をご覧ください。私たちが御前に伏して願いをささげるのは、私たちの

正しい行いによるのではなく、あなたの大いなるあわれみによるのです。

19 主よ、聞いてください。主よ、お赦しください。主よ、心に留めて事を行ってください。私の

神よ、あなたご自身のために、遅らせないでください。あなたの都と民には、あなたの名がつ

けられているのですから。」

20 私がまだ語り、祈り、自分の罪と自分の民イスラエルの罪を告白し、私の神の聖なる山のため

に、私の神、主の前に伏して願いをささげていたとき、

21 すなわち、私がまだ祈りの中で語っていたとき、私が初めに幻の中で見たあの人ガブリエル

が、すばやく飛んで来て私に近づいた。それは夕方のささげ物を献げるころであった。



22 彼は私に悟らせようとしてこう告げた。「ダニエルよ。私は今、悟りによってあなたを賢明に

させようとして出て来た。

23 あなたが願いの祈りを始めたとき、一つのみことばが出されたので、私はそれを伝えに来た。

あなたが特別に愛されている者だからだ。そのみことばを聞き分けて、その幻を理解せよ。

24 あなたの民とあなたの聖なる都について、 七十週が定められている。 それは、背きをやめさ

せ、 罪を終わらせ、 咎の宥めを行い、 永遠の義をもたらし、 幻と預言を確証し、 至聖所に

油注ぎを行うためである。

25 それゆえ、知れ。悟れ。 エルサレムを復興し、 再建せよとの命令が出てから、 油注がれた

者、君主が来るまでが七週。 そして苦しみの期間である六十二週の間に、 広場と堀が造り直

される。

26 その六十二週の後、 油注がれた者は断たれ、彼には何も残らない。 次に来る君主の民が、都

と聖所を破壊する。 その終わりには洪水が伴い、 戦いの終わりまで荒廃が定められている。

27 彼は一週の間、多くの者と堅い契約を結び、 半週の間、いけにえとささげ物をやめさせる。

忌まわしいものの翼の上に、荒らす者が現れる。そしてついには、定められた破滅が、荒らす

者の上に降りかかる。」

第10章

1 ペルシアの王キュロスの第三年に、ベルテシャツァルと名づけられていたダニエルに、あるこ

とばが示された。そのことばは真実で、大きな戦のことであった。彼はそのことばを理解し、

その幻について悟った。

2 そのころ、私ダニエルは、三週間の喪に服していた。

3 満三週間、ごちそうも食べず、肉もぶどう酒も口にせず、また身に油も塗らなかった。

4 第一の月の二十四日に、私はティグリスという大きな川の岸にいた。

5 私は目を上げた。見ると、そこに一人の人がいて、亜麻布の衣をまとい、腰にウファズの金の

帯を締めていた。

6 そのからだは緑柱石のようで、顔は稲妻のよう、目は燃えるたいまつのようであった。また、

腕と足は磨き上げた青銅のようで、彼の語る声は群衆の声のようであった。

7 この幻は、私ダニエル一人だけが見て、私と一緒にいた人たちはその幻を見なかった。しかし

彼らは大きな恐怖に襲われ、身を隠して逃げ去った。

8 私は一人残ってこの大きな幻を見た。内からは力が抜け、顔の輝きも一変して、力も保てなく

なった。

9 私は彼の語る声を聞いた。彼の語る声を聞きながら、顔を伏せて地に倒れ、深い眠りに陥っ

た。

10 ちょうどそのとき、一つの手が私に触れて、膝と手のひらをついていた私を揺さぶった。

11 それから彼は私に言った。「特別に愛されている人ダニエルよ、私が今から語ることばをよく

理解せよ。そこに立ち上がれ。私は今、あなたに遣わされたのだ。」彼がこのことばを私に語

っている間に、私は震えながら立ち上がった。

12 彼は私に言った。「恐れるな、ダニエル。あなたが心を定めて、悟りを得ようとし、自分の神

の前で自らを戒めようとしたその最初の日から、あなたのことばは聞かれている。私が来たの

は、あなたのことばのためだ。



13 ペルシアの国の君が二十一日間、私に対峙して立っていたが、そこに最高位の君の一人ミカエ

ルが私を助けに来てくれた。私がペルシアの王たちのところに残されていたからだ。

14 私は、終わりの日にあなたの民に起こることを分からせるために来た。その幻は来たるべき日

を待たなくてはならないが。」

15 彼が私にこのことを語っている間、私はうつむいて黙っていた。

16 ちょうどそのとき、人のような姿をした方が私の唇に触れた。それで私は口を開いて話し出

し、私に向かって立っていた方に言った。「わが主よ。私はこの幻によって苦痛に襲われ、力

を保てなくなりました。

17 わが主のしもべが、どうしてわが主と話せるでしょう。私には、もはや力はなく、息も残って

いません。」

18 すると、人のように見える方が、再び私に触れて力づけてくれた。

19 その方は言った。「特別に愛されている人よ、恐れるな。安心せよ。強くあれ。強くあれ。」

その方が私にそう言ったとき、私は奮い立って言った。「わが主よ、お話しください。あなた

は私を力づけてくださいましたから。」

20 すると彼は言った。「私がなぜあなたのところに来たか、知っているか。今、私はペルシアの

君と戦うために帰って行く。私が去ると、見よ、ギリシアの君がやって来る。

21 しかし、真理の書に記されていることを、あなたに知らせよう。私とともに奮い立って、彼ら

に立ち向かう者は、あなたがたの君ミカエルのほかにはいない。

第11章

1 私はその彼を強くし、力づけるために、メディア人ダレイオスの元年に立ち上がった。」

2 「今、私はあなたに真理を告げる。見よ。なお三人の王がペルシアに起こり、第四の者は、ほ

かのだれよりも、はるかに富む者となる。この者がその富によって強力になったとき、全世界

を、とりわけギリシアの国を奮い立たせる。

3 一人の勇敢な王が起こり、大きな権力をもって治め、思いのままにふるまう。

4 しかし彼が起こったとき、その国は崩壊し、天の四方に向けて分割される。その国は彼の子孫

のものにはならず、また、彼が支配したほどの権力もなくなる。彼の国は根こそぎにされ、そ

の子孫以外の者のものとなる。

5 南の王が強くなる。しかし、彼よりもその軍の長の一人が強くなり、彼の権力よりも大きな権

力をもって治める。

6 何年かたって、彼らは同盟を結ぶ。和睦をするために南の王の娘が北の王に嫁ぐが、彼女の勢

力は保たれず、彼の勢力も続かない。彼女は、自分を連れて来た者、自分を生んだ者、そのこ

ろ自分を力づけた者とともに引き渡される。

7 しかし、彼女の根から一つの芽が父に代わって起こる。そして北の王の軍に立ち向かい、その

砦に攻め入り、これと戦って勝つ。

8 なお、彼は彼らの神々を、彼らが鋳た像や、銀と金の尊い器とともにエジプトに捕らえ移す。

彼は何年かの間、北の王と関わりを持たない。

9 しかし、北の王は南の王の国に侵入し、そして自分の地に帰る。

10 しかし、その息子たちは戦いを仕掛け、おびただしい数の強力な大軍を集める。進みに進んで

押し流すように越えて行き、そうしてまた敵の砦に戦いを仕掛ける。



11 南の王は大いに怒って戦いに出て来て、彼と、すなわち北の王と戦う。北の王はおびただしい

大軍を起こすが、その大軍は敵の手に渡される。

12 その大軍を打ち破ると南の王の心は高ぶり、数万人を倒す。しかし、勝利を得ることはない。

13 北の王が再び、以前より大きな、おびただしい大軍を起こして、何年かの後、大軍勢と多くの

武器をもって攻めて来るからである。

14 そのころ、多くの者が南の王に反抗して立ち上がり、あなたの民の暴徒たちも、高ぶって幻を

実現させようとするが、失敗する。

15 しかし、北の王が来て塁を築き、城壁のある町を攻め取ると、南の軍勢は立ち向かうことがで

きず、精兵たちでさえ立ち向かう力がない。

16 そのようにして、これを攻めて来る者は思いのままにふるまう。彼に立ち向かう者はいない。

彼は麗しい国にとどまり、自分の手で滅ぼし尽くそうとする。

17 彼は自分の国の総力を挙げて攻め入ろうと決意し、まず相手と和睦して娘の一人を与え、その

国を滅ぼそうとする。しかしそれは成功せず、彼の思いどおりにはならない。

18 それで彼は島々に顔を向け、その多くを攻め取る。しかし、ある指揮官が彼に侮辱をやめさせ

るばかりか、かえってその侮辱を彼の上に返す。

19 彼は自分の国の砦に引き返すが、つまずき、倒れていなくなる。

20 彼に代わって、一人の人が起こる。彼は国の栄光のために、税を取り立てる者を行き巡らす

が、数日のうちに、怒りにも戦いにもよらずに滅ぼされる。

21 彼に代わって、一人の卑劣な者が起こる。彼には国の権威は与えられないが、不意にやって来

て、巧みなことばを使って国を奪い取る。

22 彼の前では、洪水のような軍勢も、契約の君主さえも一掃されて打ち砕かれる。

23 彼は同盟を組んだ後で欺き、少ない人数で勢力を増していく。

24 彼は不意にその州の肥沃な地域に侵入し、彼の父たちも、父の父たちもしなかったことを行

う。彼は、そのかすめ奪った物、分捕り物、財宝を、自分たちの間で分け合う。彼は計略をめ

ぐらして要塞を攻めるが、それは、時が来るまでのことである。

25 彼は勢力と勇気を駆り立て、大軍勢を率いて南の王に立ち向かう。南の王も非常に強い大軍勢

を率い、奮い立ってこれと戦うが、抵抗することができなくなる。南の王に対して計略をめぐ

らす者たちがいるからである。

26 彼のごちそうにあずかる者たちが彼を滅ぼし、彼の軍勢は押し流され、多くの者が刺し殺され

て倒れる。

27 この二人の王は、心で悪事を謀りながらも、一つの食卓に着いて、まやかしを言い合う。しか

し、成功はしない。終わりは、まだ定めの時を待たなくてはならないからだ。

28 彼は多くの財宝を携えて自分の国に帰る。彼の心は聖なる契約に敵対して事を行い、彼は自分

の国に帰って行く。

29 定めの時に、彼は再び南へ攻めて行くが、この二度目は初めの時のようではない。

30 キティムの船が彼に立ち向かって来るので、彼は落胆して引き返し、聖なる契約にいきりたっ

て事を行う。彼は帰って行って、その聖なる契約を捨てた者たちに心を向けるようになる。

31 彼の軍隊は立ち上がり、砦である聖所を冒し、常供のささげ物を取り払い、荒らす忌まわしい

ものを据える。



32 彼は、契約に対して不誠実にふるまう者たちを巧言をもって堕落させるが、自分の神を知る人

たちは堅く立って事を行う。

33 民の中の賢明な者たちは、多くの人を悟らせる。彼らは、一時は剣にかかり、火に焼かれ、捕

らわれの身となり、かすめ奪われて倒れる。

34 彼らが倒れるとき、彼らへの助けは少なく、彼らにくみする者には巧みなことばを使う者が多

い。

35 賢明な者たちのうちには倒れる者もあるが、それは終わりの時までに、彼らが錬られ、清めら

れ、白くされるためである。それは、定めの時がまだ来ないからである。

36 この王は思いのままにふるまい、すべての神よりも自分を高く上げて大いなるものとし、神々

の神に向かって驚くべきことを語る。彼は栄えるが、ついには神の憤りで滅ぼし尽くされる。

定められていることがなされるからである。

37 彼は先祖の神々を心にかけず、女たちの慕うものも、どんな神々も心にかけない。すべてにま

さって自分を大いなるものとするからだ。

38 その代わりに彼は砦の神をあがめ、金、銀、宝石、宝物をもって、彼の先祖たちが知らなかっ

た神をあがめる。

39 彼は異国の神の助けによって城壁のある砦を取り、彼が認める者には栄誉を増し加え、多くの

ものを治めさせて、代価として国土を分け与える。

40 終わりの時に、南の王が彼と戦いを交える。北の王は戦車、騎兵、および大船団を率いて南の

王を襲撃し、国々に侵入し、洪水のように通り過ぎる。

41 彼は麗しい国に攻め入り、多くの者が倒れる。しかし、エドムとモアブ、またアンモン人のお

もだった人々は、彼の手から逃げる。

42 彼は国々に手を伸ばす。エジプトの地もその手を免れることはない。

43 彼は金や銀の秘蔵物と、エジプトのすべての宝物を手に入れ、ルブ人とクシュ人が彼につき従

う。

44 しかし、東と北からの知らせが彼をおびえさせる。彼は多くのものを絶滅させようとして、激

しく怒って戦いに出て行く。

45 彼は、海と聖なる麗しい山との間に、本営の天幕を張る。しかし、だれも助ける者はなく、つ

いに彼は終わりを迎える。

第12章

1 その時、あなたの国の人々を守る大いなる君 ミカエルが立ち上がる。 国が始まって以来その

時まで、 かつてなかったほどの苦難の時が来る。 しかしその時、あなたの民で、 あの書に記

されている者はみな救われる。

2 ちりの大地の中に眠っている者のうち、 多くの者が目を覚ます。 ある者は永遠のいのちに、

ある者は恥辱と、永遠の嫌悪に。

3 賢明な者たちは大空の輝きのように輝き、 多くの者を義に導いた者は、 世々限りなく、星の

ようになる。

4 ダニエルよ。あなたは終わりの時まで、このことばを秘めておき、この書を封じておけ。多く

の者は知識を増そうと捜し回る。」



5 私ダニエルが見ていると、見よ、二人の人が立っていた。一人は川のこちら岸に、もう一人は

川の向こう岸にいた。

6 その一人が、川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着た人に言った。「この不思議なことは、

いつになると終わるのですか。」

7 すると私は、川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着た人が語るのを聞いた。彼はその右手と

左手を天に向けて上げ、永遠に生きる方にかけて誓った。「それは、一時と二時と半時であ

る。聖なる民の力を打ち砕くことが終わるとき、これらすべてのことが成就する。」

8 私はこれを聞いたが、理解することができなかった。そこで私は尋ねた。「わが主よ、この終

わりはどうなるのでしょう。」

9 彼は言った。「ダニエルよ、行け。このことばは終わりの時まで秘められ、封じられているか

らだ。

10 多くの者は身を清めて白くし、そうして錬られる。悪しき者どもは悪を行い、悪しき者どもの

だれも理解することがない。しかし、賢明な者たちは理解する。

11 常供のささげ物が取り払われ、荒らす忌まわしいものが据えられる時から、千二百九十日があ

る。

12 幸いなことよ。忍んで待ち、千三百三十五日に達する者は。

13 あなたは終わりまで歩み、休みに入れ。あなたは時の終わりに、あなたの割り当ての地に立

つ。」


